ここがヘン『ダ・ヴィンチ・コード』
～ダン・ブラウンの12の嘘あるいは事実誤認～
はじめに
日本においてもベストセラーになったダン・ブラウンの小説『ダ・ヴィンチ・コード』は、映画化され、ヒットしました。

私も読まないで本を、観ないで映画を語ることは出来ませんので、本も買って読みました（※万引きは犯罪です）し、映画館へ観に行きました（※武道館や体育館では映画をやっていないのです）。

映画の最後に、テレビでおなじみの「この作品はフィクションであり、登場した人物名、組織名はすべて実在せず、架空のものです」といった意味のテロップが流れましたが、確かに、「すべては事実に基づく」と言ったダン・ブラウンの主張には首を180度傾げたくなります(※それでは首が折れてしまいますので、よい子の皆さんは真似しないで下さい)。

　「事実のようにも見えない明らかなフィクションに基づくフィクション」といった方が正確な小説で

あり、映画でした。

しかし、そのテロップを見ることなく座席を立っ人も多く、キリスト教や聖書のことについてよく知らない人が、そこに描かれ、書かれていることを何の疑いもなく、鵜呑みにする可能性はあるなと思い、怖くなったことは確かです(※決して私が怖がりだからという理由だけではありません)。
ましてや、小説『ダ・ヴィンチ・コード』の冒頭には、「この小説における芸術作品、建築物、文書、秘密儀式に関する記述はすべて事実に基づいている」とわざわざありましたから、注意する必要があります。

我々は、「彼が事実と思っている（※思い込もうとしていると言うべき）事実」が、「本当に事実であることを彼は全く立証出来ていない」ということを、事実として冷静に受け取るべきでしょう。

　早い話が、源義経が実は生きていて大陸に渡りチンギスハーンになったとか、徳川家康が関が原で実は死んでいて家康の影武者が家康として生きたのだとか、明智光秀が生きていて天海大僧正になったとかという類の物語であり、眉に唾をつけながら読みべき小説であり、見るべき映画であるということです(※唾は匂いますからその前に歯磨きをしましょう)。
「インチキというか、笑えるミスも確かにあるが、目くじらをたてず、エンターテインメントとして楽しむのが正しい」という意見もあるかも知れませんし、キリスト教や聖書についてよくわかっている人たちについては確かにその通りです。

しかし、キリスト教や聖書について、よく知らない人たちに、インチキやミスの部分を指摘することなく、黙って放置することは、キリスト教の誤った歴史や知識をインプットされてしまう危険性が大きいと感じました。

そのことを嘆いてばかりいても埒が明きませんし、何も解決しません。

むしろ、『ダ・ヴィンチ・コード』をきっかけにして、聖書やキリスト教について積極的に話をし、正しく理解して頂くよい機会と考える方が建設的です。
この文章を読んでいる皆さんのように、情報を得ようとしている勉強熱心で探究心の強い方は違いますが、ただなんとなくイメージでそう思うという理由だけで簡単に情報を鵜呑みする人が多いのが、悲しいことに日本の現実です。

そのことを証明したのが、前々回の衆議院総選挙でした。

小泉さんは、郵政改革を理由にして解散して選挙しましたが、そのとき、「ＩＱが高いインテリは

騙すことが出来ないので、イメージだけでものごとを判断するＩＱが低い若者、女性、老人をターゲットにする。いろいろな争点を打ち出すと小泉改革の数々の失敗を思い出させてしまうので、郵

政改革一本で攻める」という竹中さんとその友人の会社が作った戦略に、国民がまんまとひっかかってしまったのが前々回のいわゆる「小泉的テキヤ型選挙（Ｂｙ北野たけし命名）」でした。

なお、若者、女性、シルバーの人たちを「ＩＱが低い」と言ったのは、私ではなく、小泉さんと竹中さんのグループですから、くれぐれも、お間違えのありませんように。

インターネットで調べれば、その報告書を見ることが出来る筈です。
ただ、『ダ・ヴィンチ・コード』は、私にとって、心に残る小説、面白い映画、歴史に残る作品では決してありませんでしたが、だからといって、過激に反応して、それらを焼いたり、上映禁止を求める運動をしたりするようなことは、表現の自由を脅かすものであり、するべきではないと考えます。

それが存在するということは、そこに神様が何らかの理由でその存在を認めたものであり、それを簡単に必要ないと言う権利が人間にあるとは思えませんので、自分の考えや意見とは相容れない人間や団体、思想であったとしても、その存在を全否定するような言動だけは慎む人間で

ありたいと思っています。

民主主義社会のいいところは、私はあなたの意見に反対だけれども、あなたがその意見を

言う権利を私たちは守りますという体制であるという点にあります。

もし反対の意見であるならば、堂々と自分の意見や批判を述べればいいだけの話です（※ただし、社長や専務の悪口を公然と言って辞めさせられて、この会社には自分の意見を言う自由も無いなどとゴネるのは筋違いですし、私が堂々と述べろと言ったなどと責任転嫁するのもやめて下さいね）。

ということで、今回の小説も、いろいろな問題点はあるにせよ、キリスト教に興味が持たれてたことをまず喜び、これを機会に、どこが間違っているかを知らない人たちに指摘し、キリスト教

や聖書について、もっと深く理解して戴こうという考えの下に、この文章を書いている次第です。
出来るだけ第三者的に、公平な立場で伝えるのがジャーナリストの務めですが、私はジャーナリストとしての訓練を受けておらず、その点を保証できる自信がありませんし、クリスチャンですので、どうしてもキリスト教を擁護する立場になってしまう可能性も否定できませんので、これを読まれる皆様は、私の主張もまた、『ダ・ヴィンチ・コード』同様、眉に唾をつけながら(※しつこいようですが、その前に歯磨きをして)、冷静に判断して頂きたいと思います。
とはいえ、推理小説やミステリー映画大好きな私としては、それらのネタやトリックをばらすのはご法度であり、無粋なことということは十分知っておりますので、あくまでも小説や映画を見た人たちに読んでいただくための文章であり、読んでいない方、もしくは観ていない方にはお勧めしないことをお断りし、そのことを承知の方だけ、この続きをお読み下さい。

くれぐれも、そんなこととは知らなかったと後で言わないで下さいね。

このことを約束して下さる方だけお読み下さることを信じて、話を進めて行きます。
　この文章では、ポイントを12に絞り、見ていくことにします。

　12のポイントとは、次の通りです。

■01シオン修道会は、1099年に設立されたヨーロッパの秘密結社か？

■02キリスト教で使われる象徴に異教の痕跡が認められるというのは事実か？

■03コンスタンティヌスはイエスの人間らしい側面を描いた福音書を削除させ、神として記した福音書を潤色させたというのは事実か。

■04死海文書やナグ・ハマディ文書によって、史実とのあきらさまな矛盾や欺瞞が露見し、今日の聖書が改竄編集のたまものであることが疑問の余地なく立証されるというのは事実か。

■05ヴァチカンは、それらの文書は捏造された証拠にすぎないとだれも信じきっているという

のは事実か。

■06最後の晩餐でイエスの横にいる人物は疑いもなく女性というのは事実か。

■07イエスの生涯の世俗的な部分を記した福音書を、すべて聖書から除外したというのは事実か。

■08イエス・キリストとマグダラのマリアの結婚が史実として記録されているというのは事実か。

■09主の連れはマグダラのマリアという文章の〝連れ〟という言葉が、当時配偶者を意味している」というのは事実か。

■10〝ｒｏｓｅ〟はギリシャ神話の性愛の神Ｅｒｏｓのアナグラムであるというのは事実か。

■11これらの本はすべて同じ歴史観を語り、それを立証しているんだ」というが事実か。

■12メロヴィング王家の直系はプランタール家とサン-クレール家しか残っておらず、どちらも、シオン修道会の庇護のもとで、身を隠して暮らしているというのは事実か。
以上の12点について、見てまいりますが、小説『ダ・ヴィンチ・コード』以外にも、その発表以来、それに合わせて、新たに出版されたり、以前出版された書籍が、注目を浴びたりしましたので、それらの書籍やその作者たちについても触れていくことをお断りしておきます。

彼らが、これから登場する重要な証言者でもあり、彼らのよって立つところを紹介しなければ、不公平だと思うからです。

日本のマスコミのいい加減なところは、利害関係者が公平な立場を装い発言しているのをそのまま鵜呑みにして、報道している部分が多いところです。

ライブドアのニッポン放送の株式買占め報道騒動の際に、明らかにフジテレビにお世話になっているタレントや評論家が、公平な第三者の立場の人間のような顔をして、ライブドアを批判していました。

利害関係者に意見を求めるのは本来おかしなことですし、もしコメントを出すのなら、その意見を言った人間がどのような立場かを明らかにすべきであり、出来るだけ、それとは反対の立場の意見も入れて、公平さを担保しなければいけないのに、それをしていない報道が多かったの

が実状です。

警察や検察の報道を鵜呑みにして、容疑者を犯罪者扱いする報道が多いのも問題ですし、「裁判で決着がつくまでは無罪と推定される」ということをマスコミは肝に銘じた報道をしなけれ

ば、松本サリン事件の際の河野さんの悲劇はこれからも起こり続けることは間違いありません。
ということで、皆様が正しい判断をできるように、私なりに理解している証言者の拠って立つところを紹介し、情報を提示していくことをお断りしておきます。
それでは次ページから本題に入ることにします。

■01「シオン修道会は、1099年に設立されたヨーロッパの秘密結社である」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』のP.5にあるが、事実かシオン修道会に関する記述は事実か。
□ダン・ブラウンが、小説『ダ・ヴィンチ・コード』を創作するに当たって頼りにした、悪い言葉で言えばパクッたと言われ、訴訟沙汰にもなった作品があります。

いわゆるネタ本となったのが、マイケル・ベイジェント・リー、フランク・リンカーン著の『レンヌ・ル・シャトーの謎～イエスの血脈物語』です。

作中で、重要な鍵を握るサー・リー・ティービングという名前が、作者のリーと、ベイジェントの綴り〝BAGIENT〟のアナグラム〝TEABING〟から作られた名前です(皆さん、知っていますね(^^;)。
BAGIENT→_______

BAGIEN_→T______

BAGI_N_→TE_____

B_GI_N_→TEA____

__GI_N_→TEAB___

__G__N_→TEABI__

__G____→TEABIN_

_______→TEABING
作中でも重要な歴史的資料のように取り上げられている『ヨハネとマグダラのマリアのミステリー』、『石膏の壷を持った女』などに影響を与え、参考にされたのが、２0年前のベストセラー『レンヌ・ル・シャトーの謎』です。

この作者の一人であるフランク・リンカーン(以下、「リンカーン」)自身が、レンヌ・ル・シャトーに興味を持つきっかけになったのが、『レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説』という作品です。

これを書いたのが、ジェラール・ド・セードですが、彼を巻き込んだのがピエール・プランタール・サン・クレール(以下プランタール)とフィリップ・ド・シェリセイ(以下、「フィリップ」)の二人です。

レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説が新聞に取り上げられるようになり、そこを訪れたプランタールがフィリップと組んだことが、すべての始まりでした。

メロヴィング王朝の末裔を任ずるピエールは誇大妄想的な人物で、彼こそがシオン修道会

を世に広めたというより、1956年に新たに創設した人物でした(以前あったシオン修道会とは正式名称が違っています)。

彼が、メロヴィング王朝の再興を夢見、その系図を書き、フィリップがシオン修道会の歴史を創作し、総長のリストを作成し、本物のように羊皮紙で細かい細工で仕上げ、それを秘密文書として、図書館に隠したのでした。

そして、彼らの語ったこととレンヌ・ル・シャトーの財宝伝説と絡めて書かれたのが、ジェラール・ド・セードの『レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説』でした。

そして、その作品に惹かれて、レンヌ・ル・シャトーに現れたリンカーンの前に現れたのが、プランタールとフィリップで、シオン修道会の歴史や、秘密文書について話し、それとイエス・キリストとマグダラのマリアの結婚と聖杯伝説を絡めて書いたのが、『レンヌ・ル・シャトーの謎』でした。

それがいつしか歴史的資料として一人歩きするようになり、回りまわって『ダ・ヴィンチ・コード』にも利用されたというのが、真実です。
しかし、メロヴィング王朝の末裔であることを世間に認めてもらうつもりだったのに、それがなぜかイエス・キリストとマグダラのマリアの末裔ということにされてしまったプランタールは、神に対

する冒瀆であると恐れおののき、フィリップと決裂することを決心し、リンカーンとの会見した際に、あのシオン修道会の総長リストを書いたのはフィリップだと暴露し、でっちあげであることを告白したのでした。
リンカーンは次のように言っています。
「フランス国会図書館には、『秘密文書』と呼ばれる書類が存在している。あれは何の証明にもならない。我々は何度も『秘密文書』を調べた。信頼に足りる証拠と見なすべきではない。どんな資料でも捏造できる。はたしてそれらに信憑性はあるのだろうか？（中略）書かれた本は全て、私の著作も含めてどんな正当性もない。 」 
　また、『もうひとつのダ・ヴィンチ・コード』というタイトルで、CSで放送されていた番組の中でリンカーンは次のようにも言っていました。

　「みんなが私を、ピエール・プランタールとフィリップ・ド・シェリセイにいいように騙されたと思っているようですが、私は最初から彼らの言うことなんか最初から信用していなかった」

　そう語るリンカーンのインタビューを私は見ましたし、録画もしてあり、それをテキストに起こしたのです。

そうした映像をネットで見せているサイトがありますので、キーワードで検索して御覧になってください。
レンヌ・ル・シャトーのソニエール神父が急に金回りがよくなったのは、教会にあった古い文書をもとにヴァチカンを脅して金を作ったのではないかというレンヌ・ル・シャトーの財宝伝説にしても、ソニエール神父から教会を買いホテルにした経営者が、客寄せのために新聞に話したことが広まったもので、ソニエール神父の金回りがよくなったのは、正規なやり方ではなく、不正な方法で葬式を行い、お金を稼いだということが、後の研究から判明しました。
調べたい方は、ビル・プットナム，ジョン・エドウィン・ウッド著『レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説～ベランジェ・ソニエールの真実』をご覧下さい。
以上のように、その古い文書が、イエス・キリストがマグダラのマリアと結婚し、その末裔こそが聖杯の真の意味であったということを証明する文書であったと主張する『レンヌ・ル・シャトーの

財宝伝説』も『レンヌ・ル・シャトーの謎』も、それを根拠にして書かれた小説『ダ・ヴィンチ・コード』もすべて信用出来るものでないことは、彼らの告白から明白なのです。
かつては、『レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説』を取り上げて報道したBBCも、訂正放送を余儀なくされたという経緯がありました。
従って、『レンヌ・ル・シャトーの謎』を参考にして書かれた、『ヨハネとマグダラのマリアのミステリー』などにしても、仮説と想像の粋を脱しておらず、何を思おうと考えようと自由ではありますが、それを事実だと主張することは、「うそ、大げさはよくない」とＢＲＯでも言っていますので、やめてほしいものです。
以上、小説『ダ・ヴィンチ・コード』に出てくるシオン修道会に関する内容すべてが、ピエール・プランタール、フィリップ・ド・シェリセイ、ジェラール・ド・セードらの創作であり、とても事実とは呼べないものであるということが出来ます。
■「1975年、パリのフランス国立図書館が、秘密文書として知られる文書を発見し、シオン修道会の会員多数の名前が明らかになった」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』のP.5にあるが、事実か。
□これもまったく事実でなく、フィリップ・ド・シェリセイの創作であることを、プランタールが裁判で証言しています。
■「レオナルド・ダ・ヴィンチが、1510-1519まで、総長としてシオン修道会を総括した」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』のP.209にあるが、事実か。
□これもフィリップ・ド・シェリセイの創作です。

　レオナルドは、時間の観念がなく、作品完成の約束の期日を守ったことがなかったり、注意欠陥症で、組織を率いることの出来るような人物ではなかったようです。
· 「P.S.とゆりの花がシオン修道会の会員の証」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』

のP.210にあるが、事実か。
□　これが事実であるかどうかは、わかりませんが、シオン修道会そのものに歴史的な価値が全くありませんので、そのデザインが事実であったとしても、全く歴史的な価値のない事実と言うことが出来ます。
■「シオン修道会の会員は、サングリアル文書とマグダラのマリアの墓を守るというつとめをずっとはたして来たのね」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.178にあるが、事実か。
□　シオン修道会は、プランタールが土地をめぐる税金対策の目的で設立されたと言われていま

すので、聖杯伝説やマグダラのマリアとは全く関係なく設立されました。
■02　「キリスト教で使われる象徴に異教の痕跡が認められるのは事実」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.132にあるが、事実か。
□　キリスト教で使われる象徴と文中にありますが、例として挙げられているのは、ヨーロッパ各地のキリスト教社会における習慣や行事、キリスト教と関係する芸術作品やキリスト教文化に関わる太陽神信仰など異教の影響したものとは言えたとしても、信仰的な、神学的な意味における

キリスト教や聖書そのものに深く関わっているとは言えません。

逆に言えば、深く関わっているものを、例えばグノーシス主義的な傾向の強い福音書や行伝などを、異端として、正典には入れなかったのです。

小説『ダ・ヴィンチ・コード』には、ためにする批判といいますか、異教の影響を受けたキリスト教を批判する一方で、異教の影響を排除しようとしたキリスト教(ローマ教会)の動きを批判するなど、ダブルスタンダードの疑いがあり、いったいどうしたら気がすむのですかと言いたいくらい、

その時その時で立場が違っていることは確かです。
■03　「コンスタンティヌスは資金を提供して新たな聖書を編纂するよう命じ、イエスの人間らしい側面を描いた福音書を削除させ、神として記した福音書を潤色させた。」と、小説『ダ・ヴィン

チ・コード（上）』のP.136にあるが、事実か。
□　4つの福音書以後に、多くの福音書が作られ、存在していたことは事実です。

更に言えば、福音書だけでなく、行伝や手紙、黙示録も沢山存在していました。(別記『新約聖書外典』参照)

それらを日本語に翻訳した『新約聖書外典』や『使徒教父書』編集においてリーダー的働

きをした聖書学者・荒井献氏によれば、2世紀当時には、既に、４つの福音書やパウロの手紙などは、どこの教会でも用いられており、現在の新約聖書のほとんどが決定していたとのことです。

その後、地方の教会によって、地域の福音書や行伝なとが作られ、それらも用いられていったというのが、当時の実情で、それらを統一するために、それまで認められていた四つの福音書を３９５年に正式に決定しただけというのが、正しい認識のようです。

そのときにはコンスタンティヌス帝はとっくの昔に亡くなっており、この点において、一人の

人間の意志で新約聖書が選ばれ、作られたとするティービング(ダン・ブラウン)の主張は明らかに間違っていると言うことが出来ます。
こうして新約聖書に入れられなかった福音書・行伝・手紙・黙示録などは、正典に対する外典・偽典、あるいは使徒教父書として、正典より格下の参考テキスト扱いされることになったわけであり、この点でも、ダン・ブラウンの主張には無理があります。
それらが、正典として認められなかったのには明白な理由があります。

外典・偽典は、「イエスの人間らしい側面を描いた福音書」というよりは、作為といいますか、意図的な創作が含まれたフィクションだったからです。

荒井献氏は、これらの作品を「キリスト教的大衆文学」と呼び、異端書とされたコプト語で書かれた作品群を「グノーシス主義的大衆文学」と呼び、あくまでも物語であると断じました。
1970年代にエジプトで発見された古写本の研究チームが、その中に、イエスを裏切ったユダ

こそがイエス・キリストにもっとも忠実な使徒であり、師の指示で裏切ったという内容の『ユダの福音書』があることを発見し、長い時間をかけて、鑑定、修復、解読などの面倒な手続きを繰り返し、研究したドキュメントとして、『ユダの福音書を追え』(ハーバート・クロスニー著)というタイトルで、出版されました。

これを出版した雑誌社が、映像としても記録し、ドキュメンタリー番組として製作し、近頃日本でも、CSで放送され、話題になりました(私も録画しました)が、これの新聞書評に新潟大学

助教授の筒井賢治氏が次のように述べています。

「これが初期キリスト教を考える上で、非常に重要な資料なのは間違いない。だが、従来の〝ユダ像を変える〟ような世紀の大発見だとするPRには、研究者として疑問を感じる。この

福音書が書かれたのは、思想内容からして明らかに２世紀半ば以降。一世紀の正典福音書でさえ十分な資料を欠くユダについて、より真正な記述を含んでいるとは考えにくい。このユダ像は新たな創作と見る方が自然であり、第一、本書の著者の論述もその線に沿ったものだ。」と。
正典福音書が出た後に、色々な地域や教会の思惑で創作された数多くの福音書は、ドキュメンタリーというより物語と言った方が正確な内容のものが多いと著書でもそう記しているのに、宣伝内容が違っていたということのようです。
荒井氏の著作である『トマスの福音書』の中には、子供だったイエスが言うことを聞かな

かった友達を歩けないようにしたり、文句を言いに来た友人の父親を殺したり、友人が反省したから歩けるようにしたり、父親を生き返らせたり、そこには愛もなければ忍耐もない、あ現代の我々から見て、ある意味、悪魔のような子として描かれています。

しかし、当時の、現代とは比べようもない教育水準の低い地域では、奇跡オンパレードの物語は拍手喝采をあびていたと思われますし、また逆に彼らに喜ばれるように作られ、それを宣教に利用していたことも確かなのです。

しかし、いかに庶民たちに喜ばれたとしても、そこにはキリスト教本来の思想やイエスの教えの柱ともいえる愛や福音のかけらもなく、それらを正典とするわけにはいかなかったのも当然の話です。

しかし、それが当時のキリスト教信者のレベルでしたし、イエス・キリストを知る歴史的資料としては価値がなくとも、当時、それを喜んでいた人がいたということ、そうした人たちを相手に伝道していたということを知ることが出来るという意味において、重要な資料であることは確かです。

キリスト教が今も残っているのは、少数派であるエリート層やインテリをターゲットにしたからではなく、多数派である教育の無い貧民層をターゲットにしていたからだとマーケティング論の立場から語る人たちがいます。

つまり、マーケティングとして正しい選択をしたから今も残っているのだと分析されているの

です。

そうした当時のキリスト教が誰をターゲットにしていたかが、四つの福音書以外の福音書や行伝からわかるという意味において貴重な資料だということが出来るにしても、それを全く正し

い資料のように宣伝したのは、本の内容を曲げて伝えているとも言え、本や番組を宣伝した人たちは反省する必要があります。
現在、これらの正典には入れられなかったものをまとめて紹介している『新約聖書外典』、『使徒教父書』は共に出版されていますので、読みたい方はお求め下さい。

私は当然持っているからこそ、荒井氏の文言を利用できました。
そうした文書に比べて、4つの福音書は、フィクションにしてはあまりにも各文書間の矛盾が多すぎるとも言えます。

もし、フィクションならば、例えばギリシア神話のように、出来るだけ矛盾なく作られたでしょうし、もっとリアルな描写や胸がわくわくするような劇的な演出や、装飾的な表現があってもよさそうなものですが、『新約聖書』の記述は、まことに味もそっけもなく、記録に徹していると言えます。

イエスの容姿がどのようであったかすら、全く描かれていないのですから、ある意味、その徹底ぶりに呆れます。

私は会議や講演会のメモをとり、数え切れないほど報告書を提出してきた人間だからこそ気がついたとも言えますが、誰がどんな服装でどんな顔だったかまで書いたことなど一度もありません。

彼らが書く際に利用したイエス・キリストの行動や言葉を記した資料にもそんなことは書かれていなかったから、彼らも書き加えることが出来なかったと考えれば、納得する方も多いのではな

いでしょうか。
そして、新約聖書には、イエス様やその弟子たちにとって、不利であったり、不名誉であったり、

情けない内容の逸話ばかり記録されています。

宣教する際に不利になるような話ばかり、記録されているのです。

だからこそ、逆にフィクションではなく事実と考えられるのではないでしょうか。

自分の方が偉いと言って程度の低いけんかをしたり、イエス様の言うことを聞かずに眠り呆けたり、イエス様を裏切り、命欲しさに逃げ出したりした話を、言い訳するでもなく、ただ淡々と書いてあるところにかえって真実味があると言えます。

聖書は、人間の過ちの歴史であり、それを許し続ける神の歴史とも言え、そうした共通性、一貫性があります。

それとかけ離れた内容のものが正典に入れられなかったのは当然と言うことが出来ます。
■04　「一九四〇から五〇年代にかけて、パレスチナにあるクムラン付近の洞窟で、死海文書が発見された。そして、一九四五年にはナグ・ハマディでコプト語文書が見つかっている。これらは聖杯の物語を記すとともに、イエスの伝道を実に人間くさく描いている。（中略）これらの文書によって、史実とのあきらさまな矛盾や欺瞞が露見し、今日の聖書が改竄編集のたまものであることが疑問の余地なく立証されるのだから」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.136-137にあるが、事実か。
□確かに、死海文書も、ナグ・ハマディ文書も発見されたことは事実です。

しかし、「聖杯の物語を記すとともに、イエスの伝道を実に人間くさく描いている」という記述には疑問が残ります。

死海文書は、恐らく紀元前１世紀から２世紀ごろの文書であり、イエスが生まれる以前のユダヤにおけるエッセネ派といわれる団体の状況を知る上において重要な資料であることは確かです。

エッセネ派から洗礼のヨハネが生まれ、彼からイエスが洗礼を受けたと聖書にも記録されていますので、そうしたイエス以前を知る手がかりにはなると思いますが、あくまでも周辺の補強的な意味合いでしかないと言えましょう。
一方のナグ・ハマディ文書は、異端とされたグノーシス主義の本場とも言えるエジプトで発見

されたものであり、書かれた年代も外典のリストを見てもわかるとおり、正典が１世紀に対して、

２世紀から４世紀にかけてのものです。

正典と外典の間には、確かに違いがありますが、それが、「史実とのあきらさまな矛盾や欺瞞」と呼ぶには、外典の方が正しいことを証明する必要があるにも関わらず、それなしに、「今日の聖書が改竄編集のたまものであることが疑問の余地なく立証される」と結論づけるダン・プラウンの主張には明らかに無理があります。

外典が正典より早く書かれ、それを正典が改竄して書かれたものというのなら、その可能性も否定出来ませんが、早く書かれた正典が遅く書かれた外典の改竄編集したものである筈は

なく、ダン・ブラウンの主張は明らかに間違っていると断定することが出来ます。
■05　「ヴァチカンはきわめて敬虔な人たちの集まりで、それらの文書は捏造された証拠にすぎないとだれも信じきっているんだよ」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.137にあるが、事実か。
□「ヴァチカンはきわめて敬虔な人たちの集まり」であるかどうかは、私にはわかりませんので、ここは触れないことにします(^^;)
外典が、捏造されたものとは、クリスチャンのほとんどの人は思っていないと思います。

捏造されたものなら、カトリックの使う聖書に外典が収められているはずがないからです。

外典の多くは、それを書いた人も、それを写して、広めようとした人たちもみんな、キリスト教を広めるために、宣教のため、伝道のために良かれと思って書いたものであったと思いますが、その内容が正典と並ぶレベルに達しておらず、聖霊の働きがあったとは考えられなかったのだと思います。

　従って、「それらの文書は捏造された証拠にすぎないとだれも信じきっているんだよ」というダン・ブラウンの記述には無理があり、キリスト教やクリスチャンのイメージを損なうものでしかない記述と言えましょう。
■06　「赤い髪がゆるやかに垂れ組んだ指は華奢で、胸がかすかにふくらんでいる。この人物は疑いもなく……女性だ。」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.151にあるが、事実か。
□　あの絵を見て、胸がかすかにふくらんでいると思う人がいるかも知れませんが、私のように全

くそうは思わなかった人も沢山いたと思います。

　「服がゆったりとしている」と見た人もいたでしょうし、「胸がふくらんでいないから、この人物は疑いもなく……男性だ」と思った人もいたでしょう。

これもまた読者をミスリードしようとしているとしか思えない記述のように見えます。
■07　「イエスの生涯の世俗的な部分を記した福音書を、すべて聖書から除外した。」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』にあるが、事実か。
□　これまで書いてきたように、「イエスの生涯の世俗的な部分を記した福音書を、すべて聖書か

ら除外した。」のではなく、「イエスの生涯の世俗的な部分を創作して記し、歴史的な資料としての福音書と呼ぶにふさわしくない福音書を、すべて聖書から除外した。」と言った方が正確だと思います。
■08　イエス・キリストとマグダラのマリアの結婚を、「史実として記録されている」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.153にあるが、事実か。
□　ダン・ブラウンが史実と信じているのは、『レンヌ・ル・シャトーの謎』に書かれた内容が歴史的

な事実であることを前提にしているからですが、それらが創作であることは、作者たちが証言していることから明らかであり、事実とは到底呼べません。
■09　「そして主の連れはマグダラのマリアである。キリストはどの弟子よりも彼女を愛し、しばしば唇に接吻した。（中略）アラム語学者ならだれでも知っているが、〝連れ〟という言葉は、当時はまさしく配偶者を意味している」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.157にあるが、事実か。
□　残された文書はコプト語で書かれており、アラム語で書かれていたわけではありません。

訳す場合には、沢山ある類似語の中から一番近いと思われるものを選択しているだけで、決して同じものではありません。

アメリカのアップルと日本のりんごは似てはいるけれども全く違うものであり、似ているということは違っていることを前提にしなければならないし、訳した場合にも言えることであり、慎重に判断する必要があります。

今回の言葉も、ギリシア語の友を意味する言葉の原語のような言葉であり、明らかに友と訳すべき言葉のようです。

最初に結論があり、それを導くために有利な情報ばかりを無理矢理集めたり、曲げて解釈す

る場合があったとフランク・リンカーンが語っているように、必要な前提条件を省略すれば意味が

変わってしまうのに、そうした前提条件を書いていない小説『ダ・ヴィンチ・コード』には、ミスリード

しようという魂胆があると疑われても仕方がありません。
「しばしば唇に接吻した。」と書いてあるのを、現代の我々から見ると、とても親しい仲、もっとはっきり言えば男女の仲だと思いますが、これは当時では、親しい仲なら誰でもする行為でした。

相手が、男であっても、口と口とで接吻していたそうです。

現代の我々からは想像が出来ませんが、平安時代の恋愛模様や、江戸時代の側室制度など、昔のことを、現在の我々の倫理観で判断するのが危険なように、「しばしば唇に接吻した。」を今の感覚で、ダン・ブラウンも含めて外国の人間が判断を下すことは極めて危険なことです。
■10　「〝ｒｏｓｅ〟はギリシャ神話の性愛の神Ｅｒｏｓのアナグラムである」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.173にあるが、事実か。
□　それがたとえ事実だとしても、だからどうなのと言いたくなるのは私だけでしょうか。

それを言うなら、使徒行伝を意味するActsはCatsのアナグラムで、これなどは英語同士だからまだわかるにしても、マルコはこまる(困る)のアナグラムですと言えば、だれでもおかしいと思う筈です。

どうして、違う言語同士でアナグラムが成立するのでしょう。

フイクションはフクインショ（福音書）のアナグラムで、その中に真実やいい知らせとなる情報もあるのですと言えば誰でもこじつけだ思うはずですが、こうしたこじつけを大発見のように言うダン・ブラウンという人の神経が理解できません。

それがどうしたと思う人は、ダン・ブラウンに文句を言って下さい（※日本語で言っても通じないとは思いますが）。
■11　「これらの本はすべて同じ歴史観を語り、それを立証しているんだ」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（中）』のP.174にあるが、事実か。
□１で書いたように、プランタールという一人の人間が自分を大物と思わせるために仲間と共に書いた文書や系図をもとに創作した作品をネタ本にして、歴史文書のように書かれているという共通点を持っている本が同じ歴史観を持っているとは言えるかも知れませんが、前提となっている文書を書いた本人がウソだと認めているのですから、これ以上、何も言う必要はないでしょう。
■12　「メロヴィング王家の直系はふたつしか残っていない。プランタール家とサン・クレール家だ。どちらも、おそらくシオン修道会の庇護のもとで、身を隠して暮らしている」と、小説『ダ・ヴィンチ・コード（上）』のP.183にあるが、事実か。
□　これももう言うまでもありません。（※楽して、略して、ごめんねごめんね～）
まとめ
　ものごとを正しく判断するには、出来るだけ多くの情報を手に入れる必要があります。

　一つの情報に頼るのは極めて危険なことです。

　沢山の情報の中から自分で真実と思われるものを見つけ出して下さい、

　信じるという行為は大切ですが、信じるという行為の裏には、何が真実か分からないことが前提となっていることを知っておく必要があります。

　真実が明らかになっているものについては、我々は知っているという言葉を使い、そうした真実のことを知識と呼びますが、世の中には真実とまでは言えない情報が氾濫しています。

　そうした情報に惑わされないためには確かな価値観を身につけ、それによって判断すれば、大きな誤りをしないですみます。

　たとえば、その情報は我々にとって損か得かといった人間の価値判断から、それを神様は喜ぶかといった視点から見れば、多くの情報が色あせたものとなることでしょうか。
　例えば、「報道の自由」は現代では守らなければならないとみんな思い込んでいますし、それが常識のようになっています。

　しかし、そうしたものにも、時には疑問を持つことが必要です。

　特に誰が言うかが問題であり、「報道の自由」とマスコミが言う場合は用心する必要が

あります。

　そうしたきれいごとの言葉を使う場合には、自分たちをよく見せようとし、自分たちを飾り、その身を守ろうとするために使う場合が多いということを我々は知っておく必要があります。

　マスコミは「記者クラブ」というものを作っていますが、彼らは新しく参入しようとする人間を拒否し続けてきましたし、今も拒否しています。

　彼らが官僚と同様に既得権益を譲らず、各省庁や大臣の記者会見に雑誌社や外国人の記者たちが参加しようとするのを邪魔してきたことは、彼らが報じないので多くの人には知られていません。

　しかし、政府や議員が彼らを批判すると出てくるのが「報道に対する自由の侵害」という言葉です。

　この言葉を聞くと、外国の記者たちが笑うそうです。

　「報道の自由」を侵害してきたのはあんたたちじゃないのかと。

　「報道の自由」の名の下に、大手マスコミは誰からの制限も受けずに、自分たちのフィルターを通した情報を我々に提供し続け、我々視聴者、読者、ユーザーを自分たちの思い通りにリードしようとし続けてきたのがこれまでの日本なのです。
　今の日本をこれほどひどい状況にした責任は、国益より省益を大事にしようとした官僚と、そんな官僚たちの言いなりになった自民党政権と、情報をくれる官僚と自民党政権と癒着して彼らを本当の意味で批判してこなかったマスコミにあります。

　それに比べれば、民間企業などの財界や、現在の民主党の責任などはるかに小さいといえます。

　官僚と自民党とマスコミは、何ら謝罪することなく、自分たちのしてきたことを忘れたかのように、自分たちを批判する民主党政権をいけしゃあしゃあと批判し、潰そうとしているのです。
　とはいえ自民党政権と言っても、彼らは議員であり、長くとも四年か六年に一度選挙というふるいにかけられ、それまでの活動に対して国民から採点されます。

　その証拠に、昨年政権交代も実現しました。
　マスコミもこれまで自民党や官僚たちに都合の悪い国の赤字額や全員一致でなければ決まらない次官会議の実体など伝えるべき情報を伝えてこなかった事実が徐々に明らかになり、信頼を失い始め、新聞の売れ行きはがた落ち、テレビの視聴率も落ち、売り上げも落ち、厳しい状況となり、あがいています。
　そんな中、わが代の謳歌を満喫しているのが官僚たちです。

　彼らはどんな失敗をしようと誰も責任をとりません。

　今まで自民党の政権や議員たちと癒着して、おだてて言うことを聞かせてきましたが、言うことを聞かない民主党政府や議員たちにはサボタージュで反抗し、マスコミを使って、民主

党の悪いところをリークして、潰そうとしているのが今の状況です。

　そうした官僚たちに誰より厳しい批判の目を向け、彼らの特権や既得権益を奪う新たな国のシステムや法律を作ろうとしてきた小沢一郎という厄介な人物を官僚が潰しにかかったのが、今回の秘書たちの逮捕事件であり、官僚対小沢の戦いが始まったというふうに外国の新聞では書かれているのに、そうした報道をしたマスコミは一切なく、ただ小沢批判報道しか

ありませんでした。

　今回の件は、検察庁のクーデータもどきであり、検察の腹次第で政権を容易に潰すこと出来るということが分かったのに、検察庁批判をした大手マスコミはありませんでした。

　すべて小さなメディアやインターネットの世界だけの話でしたが、それがボディブローのように効いて来て、テレビ局や新聞社がやがてしっぺ返しを食らうことが近い将来起きることを予

言しておきます。
　鳩山政権の支持率下落を誰より喜んでいるのが、官僚や自民党議員たちであり、マスコミの言いなりになって「小沢さんは許せません」とアンケートに答える気のいい国民に拍手していることでしょう。

　数億円程度使ったという話と、国の赤字８６0兆円を作った話とでは、どちらの問題が大きく、責任を追及すべきなのかも分からず、マスコミの世論操作に従い、イメージだけで判断する国民が多いということは小泉郵政選挙のときに分かっていましたが、当時と全く成長して

いない事実に愕然とするばかりです。
　本来、官僚を批判できるのはマスコミだけなのに、彼らは情報をくれる官僚の言いなりになって動いているだけであり、だからこそ、インターネットにその座を奪われつつあるのです。

　インターネットでは、官僚の意図通りのマスコミの言わない意見や情報を見ることが出来ます。

　これまでマスコミが何を曲げて伝えてきたか、そして何を伝えてこなかったも、インターネットを通じて明らかに成りつつあります。
　人間の歴史が愚かな人間の歴史であることは聖書を見ればわかりますし、ほんのわずか

な偉大な人たちによる発明、発見によって発展してきただけです。

　彼らは常に「少数派」であり、一人からスタートし、大きな力を持つ「多数派」と戦ったのです。

　そのことを忘れないために、民主主義の原則は多数決ですが、少数派の意見も大事にして、決して無視してはいけないのが民主主義の隠れたルールであり、知恵でもあります。

　我々は、ほとんど大多数の愚かな人間の一人です。

　そのことを自覚して、マスコミの意見の裏を読み、本やインターネットその他のメディアで情報を沢山手に入れながら、小さな力しか持たない弱者や、少数派の人が、大きな力を持っている人や多数派から排除されたりしないように監視する必要があります。

　一匹を大事にする羊飼いの心こそ我々に求められている精神であり、一匹を大事にしない羊飼いは他の羊も大事にせずに見捨てることを聖書は教えています。

　大きな権力を持つ政府、議員、官僚、マスコミが少数派や弱者を見捨てないよう監視で

きるのは我々だけです。

　「話し合い」で決まろうが、「アンケートで多数」だろうが、「全員一致」だろうが、「常識」

だろうが、おかしいことは断固としておかしいし、間違っていることは間違っているのです。

　「報道の自由」についても、マスコミが自分たちに対する批判から逃れるために使っていないか、見て行く必要があります。

　そうした疑いの目を持ちつつ、情報源を出来るだけ多く持つ者だけが、自分の意見を手にし、マスコミからの縛りから脱出できるのです。疑うことが知性の初めです。

　この映画は、このドラマは、この新聞は、この雑誌は、この本は、この情報は、何を意図しているのか、何を伝えようとしているのか、最後に意見が入るのはいいとして、途中に意見が意見としてではなく情報として入っていないか注意して、読み、聞き、見て、考える癖を付けて下さい。

　『ダ・ヴィンチ・コード』がそのキッカケになったとなれば、ダン・ブラウンも草葉の影でさぞや喜ぶことでしょう。ナニ死んでいない。これでは死んでもいない恩人の墓参りをしたいと言った小泉さんのこと笑えません。どうもすみませんでした(※ダブルエンジン風で謝罪する気なし則武)。

　それでは皆さん、さようなら(※かしまし娘風)←古、雪は降る、ビューティフル、カラフル、和風か(※トシアンドタカ風)←お元気で。終わり。
参考資料
　インターネット上における『ダ・ヴィンチ・コード』の情報を手に入れるには一応三つのサイトが

あります。
　①角川書店のサイト( http://www.kadokawa.co.jp/sp/200405-05/ )、
　②映画会社ソニーピクチャーズのサイト
( http://www.sonypictures.jp/movies/thedavincicode/ )、
　③公式ファンサイト(http://thedavincicode.jp/ )

訪問して筋書きなどをご確認戴けたらと思います。　

　私の文章の中に登場した人物や作品について理解して戴くために、その方たちがどんな作品を書いているかを紹介したいと思います。
★マイケル・ベイジェント, リチャード・リー, ヘンリー・リンカーン著　『レンヌ・ル・シャトーの謎～イエスの血脈と聖杯伝説』

『ダ・ヴィンチ・コード』の作者ダン・ブラウンが、書くに当たって最も影響を受け、作品中でもサー・リチャード・ティービングが中でも決定版だと断言し、また巻末の解説で荒俣宏が触れている作品。

ダン・ブラウンとの間に訴訟を起したけれども敗訴したといういわくつきの作品です。
★ヘンリー・リンカーン著『隠された聖地～マグダラのマリアの生地を巡る謎を解く』
★ジェラール・ド・セード著『レンヌ・ル・シャトーの呪われた宝物』

『レンヌ・ル・シャトーの謎～イエスの血脈と聖杯伝説』の作者ヘンリー・リンカーンが、この作品を読み、レンヌ・ル・シャトーに興味を持ったきっかけとなりました。

セードがシオン修道会総長プランタールと共に創った(?)と言われるいわくつきの作品ですが、こちらも仲間割れしたようです。
★リン・ピクネット, クライブ・プリンス著『マグダラとヨハネのミステリー～二つの顔を持ったイエス』

ダン・ブラウンが、作中で取り入れたレオナルド・ダ・ヴィンチ(ダ・ヴィンチとはヴィンチ村という意味のようですので、以後、レオナルドと呼ぶことにします)の『最後の晩餐』の中に隠された暗号を最初に指摘した作品と言われていますが、作者の一人クライブは余計なもの(シオン修道会関係？)を取り入れたために我々の書いたものまで信憑性が疑われているとダン・ブラウンを批判しているようです。

リン・ピクネットにとてもよく似た女性がバスの乗客の中にいたような気がしますが、一回しか観ていないので断定は来ません。
★マーガレット・スターバード『石膏の壷を持った女～マグダラのマリアと聖杯』
　本書は、ダン・ブラウンが「事実に基づいている」と主張する小説「ダ・ヴィンチ・コード」を創るにあたって、「レンヌ＝ル＝シャトーの謎」とともに頼りにしたいわゆる種本の一つです。
★マーガレット・スターバード『福音書における女神～利用された聖なる女性』
★ビル・プットナム，ジョン・エドウィン・ウッド著『レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説～ベランジェ・ソニエールの真実』

　ソニエール神父がどのように富を築いたか、決して、カトリックを脅してカトリックがお金を出した訳ではないこと、レンヌ・ル・シャトーの財宝伝説が生み出されるに至ったかについて等を解明した本。
★マーティン･ラン『ダ・ヴィンチ・コード・デコーデッド』
★シャラン・ニューマン著『ダ・ヴィンチ・コードに隠された真実の歴史』

　ダン・ブラウンの主張の誤りを理路整然と証明している記事や書籍の中でも代表的な本。
★ダン・バースタイン『ダ・ヴィンチ・コードの「真実」』
★ハンク・ハネグラフ、ポール・L・マイアー 著『ダ・ヴィンチ・コード その真実性を問う』

以上。
